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次回は

をご紹介します
管理職のリーダーシップ

京都商工会議所では人の採用・育成・定着に関するご相談や、各社の経営課題に寄り添った
研修プランのご提案を行っております。ぜひご利用ください。

  https://www.kyo.or.jp/jinzai/　
【 お問い合わせ 】 　会員部 研修事業課（京商ビジネススクール事務局）　
l 075-341-9762　　  jinzai@kyo.or.jp

経
営
者
の
た
め
の
人
財
育
成
通
信

※
人
材
を
財
産
と
捉
え
る
意
図
に
よ
り“
人
財”

と
表
記
し
て
い
ま
す
。

　現
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
は
変
化
が
激
し
く
、今
日

上
手
く
い
っ
た
手
法
が
明
日
通
用
す
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。そ
の
中
で
企
業
が
競
争
力
を
維
持
し
続
け
る

た
め
に
は
、従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
物
事
の
本
質
を

捉
え
、正
し
い
方
向
に
向
か
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が「
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
」

で
す
。批
判
的
思
考
法
と
も
呼
ば
れ
、「
自
分
の
考
え

や
行
動
が
正
し
い
の
か
」を
疑
い
、感
情
や
思
い
込
み

に
左
右
さ
れ
ず
に
、事
実
や
論
理
に
基
づ
い
て
物
事
の

本
質
を
見
極
め
、客
観
的
に
物
事
を
判
断
し
ま
す
。従

業
員
が
こ
の
思
考
法
を
修
得
す
る
こ
と
で
、情
報
の

過
不
足
や
真
偽
に
気
付
き
や
す
く
な
り
、ビ
ジ
ネ
ス
で

生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決
に
役
立
ち
ま
す
。

　そ
の
実
践
に
は
、自
身
の
考
え
に
は
偏
り
が
あ
る
こ

と
を
認
識
し
、あ
ら
ゆ
る
視
点
か
ら
事
象
を
疑
い
続

け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。ま
た
デ
ー
タ
に
基
づ

く
事
実
な
の
か
主
観
に
基
づ
く
意
見
な
の
か
を
見
極

め
て
的
確
に
判
断
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。目
的
を

意
識
し
て
、出
し
た
結
論
に
対
し
て
も「
な
ぜ
？
」

「
本
当
か
？
」と
さ
ら
に
疑
い
、考
え
続
け
る
こ
と
で

本
質
を
見
抜
く
力
が
身
に
付
き
、よ
り
適
切
な
解
に

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ（
＝
問
題
解
決
力
を
高
め
る
思
考
法
）の
習
得

た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
思
考
法
は
、チ
ー
ム
全
体
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
円
滑
に
し
ま
す
。会
議
の
場
で
根
拠
の

な
い
意
見
に
振
り
回
さ
れ
ず
、建
設
的
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。一
人
ひ
と
り
が
客
観

的
な
思
考
を
す
る
こ
と
で
、組
織
全
体
の
意
思
決
定

が
よ
り
合
理
的
か
つ
効
率
的
に
な
る
で
し
ょ
う
。さ

ら
に
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン

グ
は
重
要
で
す
。前
提
条
件
を
徹
底
的
に
疑
う
こ
と

で
、既
存
の
枠
組
み
に
捉
わ
れ
な
い
、新
た
な
方
法
が

生
ま
れ
た
り
、こ
れ
ま
で
と
は
全
く
異
な
る
視
野
が

開
け
た
り
す
る
の
で
す
。

　ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
は
一
朝
一
夕
に
身
に
付

く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、組
織
全
体
で
こ

の
思
考
法
を
共
有
し
、実
践
す
る
こ
と
で
、長
期
的
な

成
長
と
持
続
的
な
競
争
優
位
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。企
業
が
競
争
力
を
維
持
し
、成
功
を
収
め
る
た
め

に
は
、従
業
員
の
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
能
力
の

向
上
を
目
的
と
し
た
研
修
が
有
効
で
す
。こ
の
機
会

に
、ぜ
ひ
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
の
導
入
を
検
討

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

京都商工会議所では、既存の枠組みにとらわれず、

豊かな発想で提案する力を身に付けることを目的に、

「考え方のクセを破る思考力強化セミナー」（7月23日）を開催します。
ぜひご利用ください。

公開
セミナー

株式会社マネジメント・ラーニング　
代表取締役

久保田 康司 氏

講師 詳細はこちら

京・和新庵
きょう わ しん あん

～文化と産業の交流拠点～
室町一条の閑静な一角に立地し、洋室、和室を取り揃えた本施設では、会議や研修会のほか、

茶道やいけばな等の文化教室等でもご利用いただけます。

■お問い合わせ

■ご利用料金

■場所

075-341-9756l特別プロジェクト推進室

少人数の食事を伴う懇親会やお茶席
としてご利用いただける10畳の和室。
南側から望める庭園には石灯篭や蹲
があり、日本らしさを堪能できます。

画室

プロジェクターを使用した会議や
講演会、展示会等あらゆる用途に
活用できる約58㎡の大会議室。床
には京都の竹を使用しています。

会議室1

京都市上京区室町通一条下ル薬屋町429　
京都市営地下鉄「今出川駅」6番出口から徒歩約６分

・京都商工会議所会員以外は料金が異なります。 ・土日祝および年末年始その
ほか京都商工会議所が定める夏季休業日等はご利用いただけません。 ・上記
は入館から完全退出までの時間です。 ・詳細は、Webサイトをご覧ください。

部 屋 名

「洋」のゾーン（2室分） 10,560 14,080 21,120

10,560 14,080 21,120

21,120 28,160 42,240

〔会議室1（58㎡）／会議室2（16㎡）〕

「和」のゾーン（3室分）
〔茶室（７畳）／和室（６畳）／画室（10畳）〕

全館利用
〔「洋」「和」のゾーン〕

午 前

9:00-12:00

午 後

13:00-17:00

午 前 ＋ 午 後

9:00-17:00

（単位：円／消費税込）

「京・和新庵～文化と産業の交流拠点～」とは…
文化庁京都移転支援ならびに京都商工会議所140周年記念事業の一環として、最後の文人
画家として知られる富岡鉄斎の旧邸宅を修復、2024年4月に貸会場としてオープンしました。

※京都商工会議所会員料金
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